
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

国立大学法人東海国立大学機構 名古屋大学大学院理学研究科の土屋 賢汰 博士後期課

程学生と五島 剛太 教授は、大腸癌患者由来の培養細胞を使った実験で、「細胞骨格注１）

送などに重要な役割を果たします。微小管を生み出すには、構成タンパク質の重合を開始さ

せる必要があり、この反応にはこれまで、「γ-チューブリン」と呼ばれるタンパク質が重要

であることが知られていました。微小管生成因子であるγ-チューブリン遺伝子を欠失させ

ると、細胞の分裂は異常になり、致死となります。 

本研究では、ヒト培養細胞において、γ-チューブリンをほぼ完全になくした状態でも微



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ポイント）】 

・ヒト培養細胞で「γ-チューブリン」をほぼ完全になくした状態を作り出すことに成功した。 

・「γ-チューブリン」非由来の微小管が生成されることを発見した。 

・「γ-チューブリン」非依存的な微小管生成を促進する因子として、「CLASP1」と「TPX2」

を同定した。 

・微小管の生成には複数の仕組みがあることが示された。 

 

【用語説明】 

注1）細胞骨格： 

タンパク質の重合により形成さ
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